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中
国
漁
船
の
我
が
国
巡
視
船
へ
の
衝
突
事
案
に
係
る
中
国
人
船
長
の
釈
放
及
び
ビ
デ
オ
記
録
の
取
扱
等
に
関
す

る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
六
第
五
一
号
）
の
「
四
に
つ
い
て
」
で
、
海
上
保
安
庁
巡
視
船
に
係
る
原
状
回
復
請
求

に
つ
い
て
答
弁
が
な
さ
れ
た
件
に
つ
き
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
年
十
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
、
鈴
木
海
上
保
安
庁
長
官
は
、
巡
視
船
「
み
ず
き
」
は
最
近
修
理
が
済
ん

で
お
り
、
第
三
者
機
関
で
そ
の
損
害
額
に
つ
い
て
鑑
定
を
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

�

損
害
額
が
確
定
す
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

当
該
衝
突
事
案
に
対
す
る
国
民
の
高
い
関
心
を
考
慮
す
る
と
、
損
害
額
が
確
定
次
第
、
速
や
か
に
国
民
に
公
表
す
べ
き

と
考
え
る
が
政
府
の
認
識
如
何
。

二

右
委
員
会
で
、
鈴
木
長
官
は
、
巡
視
船
「
よ
な
く
に
」
に
つ
い
て
も
、
「
十
二
月
中
旬
ぐ
ら
い
ま
で
修
理
が
か
か
」
り
、

「
そ
の
後
数
週
間
、
鑑
定
に
要
す
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

�

損
害
額
が
確
定
す
る
の
は
い
つ
頃
に
な
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
み
ず
き
」
同
様
、
当
該
衝
突
事
案
に
対
す
る
国
民
の
高
い
関
心
を
考
慮
す
る
と
、
「
よ
な
く
に
」
に
つ
い
て
も
損
害

一



額
が
確
定
次
第
、
速
や
か
に
国
民
に
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
認
識
如
何
。

三

右
委
員
会
で
、
前
原
外
務
大
臣
は
、
賠
償
請
求
先
は
直
接
、
中
国
政
府
で
は
な
く
、
「
当
該
民
間
漁
船
の
責
任
者
に
対
し

て
行
わ
れ
る
べ
き
」
と
答
弁
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
請
求
に
関
し
、
鈴
木
長
官
は
、
損
害
額
確
定
後
、
関
係
省
庁
と
相
談

し
て
考
え
て
い
き
た
い
旨
答
弁
し
て
い
る
。

�

右
委
員
会
で
、
前
原
外
務
大
臣
は
、
国
土
交
通
大
臣
時
代
、
衝
突
の
瞬
間
を
記
録
し
た
ビ
デ
オ
を
見
た
結
果
、
中
国
側

の
漁
船
が
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
旨
を
答
弁
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
民
の
血
税
で
造
ら
れ

た
巡
視
船
が
故
意
に
追
突
さ
れ
、
損
害
を
負
っ
た
以
上
、
「
当
該
民
間
漁
船
の
責
任
者
」
に
必
ず
賠
償
請
求
を
行
う
べ
き

と
考
え
る
が
政
府
の
認
識
如
何
。

�

「
当
該
民
間
漁
船
の
責
任
者
」
に
損
害
賠
償
能
力
が
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
責
任
の
所
在
を
不
明
瞭
に
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
政
府
は
中
国
政
府
に
対
し
て
賠
償
を
請
求
す
べ
き
と
考
え
る
が
政
府
の
認
識
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


